
村井信夫醍醐十校区自治町内会連絡

協議会会長,岩井義男創設検討協議

会代表,安部繁・松井憲二副代表から

要望書を提出

小栗栖・小栗栖宮山・石田学区の皆様へ 令和２年３月発行 第３号

※小栗栖・小栗栖宮山・石田の 3 学区と中学校の地域・ＰＴＡの代表者・校長で組織する
「小栗栖中学校区小中一貫教育校創設検討協議会」が発行しています。

去る令和元年１２月１７日（火）に「全国 

に誇るべき施設一体型小中一貫教育校の新設

を求める統合要望書」を創設検討協議会から

在田正秀 京都市教育長に提出しました。 

在田教育長から「子どもたちの未来を最優 

先に考え，迅速に地域の意見をまとめ，新た 

に小中一貫教育校を創設するという，非常に 

大きな御決断をいただいたことに心から敬意を表します。御要望を厳粛に受け止め，

門川大作京都市長，市議会の先生方に御理解と御支援をいただき，醍醐地域で初と

なる小中一貫教育校の創設に向け，令和７年４月の開校を目指して全力で取り組ん

でまいります。」との言葉をいただきました。 

今後，開校に向けて地域・ＰＴＡの皆様と具体的な検討を進めていきたいと考え

ていますので，御理解と御支援をお願いいたします。 

要望内容の要約

・ 小栗栖小，小栗栖宮山小と石田小を統合し，小栗栖中と合わせて，施設一体型

小中一貫教育校を新設する。

・ 最新の校舎を現小栗栖小敷地に建設するとともに，小栗栖中の敷地も活用する。

新校舎建設に際しては小栗栖小と石田小を石田小敷地で一次統合する。

・ 九学年が共に学ぶ施設一体型小中一貫教育校の特色を生かした教育内容・指導

体制を確立する。

・ 新校名など様々な検討課題には，地元・保護者の意向を尊重する。

・ 通学路の安全対策には，関係機関とも十分連携して万全を期す。

・ 小中一貫教育校開校後も各学区に自治活動の拠点や避難所機能を確保する。

ご意見やご質問などがありましたら，各学校までお寄せください。

■小栗栖小 TEL 571-7632 FAX 571-6404 

e-mail ogurisu-s@edu.city.kyoto.jp  

■小栗栖宮山小 TEL 572-5216 FAX 572-5217 

e-mail  miyayama-s@edu.city.kyoto.jp

■石田小   TEL 572-1411 FAX 572-1482 

e-mail ishida-s@edu.city.kyoto.jp 

■小栗栖中     TEL 572-3135 FAX 572-3165 

e-mail ogurisu-c@edu.city.kyoto.jp


